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政治倫理審査に関する特別委員会 

 

                     日時：令和７年９月４日（木）午前 10時～ 

                     場所：全員協議会室 

 

 

１．今後の流れについて 

 

 政治倫理審査に関する特別委員会での審査結果を議長へ提出（第 11条第４項） 

    ↓・・・・・・・（対象議員の弁明（議会の同意が必要）） 

 本会議での議決 

    ↓ 

 対象議員に対し、必要な措置を講ずる 

    ↓ 

 議長 審査請求代表者に審査結果通知書を発出し、公表（第 11条第７項） 

    ↓ 

 議長 議会の品位及び名誉を守り、かつ、市民の信頼を回復するために必要な措置を定

める。（第 11条第８項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○多治見市議会議員政治倫理条例抜粋 

（議会の職務及び措置） 

第11条 

５ 前項の規定による対象議員に対する措置の種類は、次の各号に掲げるものとする。  

(１) 議長の注意喚起 

(２) 議場における謝罪文の朗読 

(３) 議会の特別委員の辞任勧告 

(４) 議会役職の辞任勧告 

(５) 議員辞職勧告 

本会議 
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２．措置について 

 

（１）議長の注意喚起（以下の７つのパターンが考えられる） 

           議場 

①口頭注意     全員協議会 

           議長室 

 

                             議場 

          読み上げて対象議員に交付       全員協議会 

②文書注意                       議長室 

          文書交付のみ 

 

 

（２）議場における謝罪文の朗読 

     

 

３．報告書（案）について（資料２参照） 

 

 

４．議長が定める措置について（第 11条第８項） 

 

 

 

５．その他 

 ■次回開催日：令和７年９月 11日（木） 

        新本庁舎建設に関する特別委員会終了後（午後２時 30分目途） 

        場所：全員協議会室 

 

○多治見市議会議員政治倫理条例抜粋 

（議会の職務及び措置） 

第11条 

８ 議長は、第４項の規定による議決があったときは、議会の品位及び名誉を守り、かつ、

市民の信頼を回復するために必要な措置と定めなければならない。 


